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数学Ⅲ

　本書は，学習指導要領をふまえ，各単元の標準的なレベルの問題を，年間を通じてじっくり完全マ
スターし，あわせて，受験への基礎対策用としても使用できるように編集されています。
　数学は体系が整然としている学問ですから，1つの単元を把握するためには，それを構成している
基本事項を正確に理解し，さらに，その単元における典型的な問題の解法パターンを習得することが
必要です。
　そこで本書では，各単元において，基本事項や重要事項を習得するための基本レベルの問題を取り
上げ，それらを反復練習することでまず基礎を固め，続いて，単元の内容をより深く理解する上で必
須となる標準レベルの問題を精選して，その解き方をパターンとして学ぶことによって，幅広い応用
力が定着するようにしました。

○数学Ⅲで学習する事項を，7章51セクションに分けました。
○各セクションは原則として見開き2ページ構成で，年間計画がたてやすいよう配慮されています。

特　色

構　成

☆１セクションの構成

言葉による基本事項の説明。
公式や計算法則の例示。

新しく学習する内容についての理解度をチェックする。
基本レベルの問題で構成。

単元を代表する標準レベルの問題を，解き方のパターンも含めて学習する。

例題の関連問題を解きながら，応用範囲の広い実戦力の養成をめざす。

章全体のまとめと，程度の高い問題で応用力を養う。

学習の要点

基本問題

例　　題

標準問題
発展問題
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（
セ
ク
シ
ョ
ン
）

5 章41C

数学C



数学Ⅲ

　本書は，学習指導要領をふまえ，各単元の標準的なレベルの問題を，年間を通じてじっくり完全マ
スターし，あわせて，受験への基礎対策用としても使用できるように編集されています。
　数学は体系が整然としている学問ですから，1つの単元を把握するためには，それを構成している
基本事項を正確に理解し，さらに，その単元における典型的な問題の解法パターンを習得することが
必要です。
　そこで本書では，各単元において，基本事項や重要事項を習得するための基本レベルの問題を取り
上げ，それらを反復練習することでまず基礎を固め，続いて，単元の内容をより深く理解する上で必
須となる標準レベルの問題を精選して，その解き方をパターンとして学ぶことによって，幅広い応用
力が定着するようにしました。

○数学Ⅲで学習する事項を，7章51セクションに分けました。
○各セクションは原則として見開き2ページ構成で，年間計画がたてやすいよう配慮されています。

特　色

構　成

☆１セクションの構成

言葉による基本事項の説明。
公式や計算法則の例示。

新しく学習する内容についての理解度をチェックする。
基本レベルの問題で構成。

単元を代表する標準レベルの問題を，解き方のパターンも含めて学習する。

例題の関連問題を解きながら，応用範囲の広い実戦力の養成をめざす。

章全体のまとめと，程度の高い問題で応用力を養う。

学習の要点

基本問題

例　　題

標準問題
発展問題

章末問題

（
セ
ク
シ
ョ
ン
）

もくじ

平面上のベクトル章1

 6		 位置ベクトル 	  14
 7		 ベクトルの図形への応用 	  16
 8		 ベクトル方程式 	  18
 9		 いろいろな問題 	  20
章末問題    22

空間のベクトル章2

 5		 位置ベクトル 	  32
 6		 空間の図形 	  34
 7		 いろいろな問題 	  36
章末問題    38

 1		 空間のベクトル 	  24
 2		 空間の座標 	  26
 3		 空間ベクトルの成分 	  28
 4		 空間ベクトルの内積 	  30

 1		 ベクトル 	  4
 2		 ベクトルの演算 	  6
 3		 ベクトルの成分 	  8
 4		 ベクトルの内積⑴ 	  10
 5		 ベクトルの内積⑵ 	  12

平面上の曲線章4

 7		 媒介変数表示⑴ 	  66
 8		 媒介変数表示⑵ 	  68
 9		 極座標と極方程式 	  70
10		 いろいろな問題 	  72
章末問題    74

 1		 方程式の表す曲線 	  54
 2		 放物線 	  56
 3		 楕円 	  58
 4		 双曲線 	  60
 5		 2次曲線と直線 	  62
 6		 2次曲線の性質 	  64

数学的な表現の工夫―行列章5

 6		 点の移動と1次変換 	  86
 7		 合成変換と逆変換 	  88
 8		 回転移動と1次変換 	  90
 9		 いろいろな問題 	  92
章末問題    94

 1		 行列の加法・減法と実数倍 	  76
 2		 行列の積 	  78
 3		 行列の乗法の性質 	  80
 4		 逆行列 	  82
 5		 連立1次方程式 	  84

複素数平面章3

 5		 図形と複素数⑵ 	  48
 6		 いろいろな問題 	  50
章末問題    52

 1		 複素数平面 	  40
 2		 複素数の極形式 	  42
 3		 ド・モアブルの定理 	  44
 4		 図形と複素数⑴ 	  46

重要事項 	   96
平方・立方・平方根の表 	  102
三角比の表 	  103
正規分布表 	  104



1 平面上のベクトル
1 ベクトル
★学習の要点★

基本問題

1　 ベクトル SAM
PLE



1 ベクトルの和と差 �例題

着眼点

標準問題

発展問題

1　 ベクトル　　5

SAM
PLE



★学習の要点★
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★学習の要点★
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☆学習の要点☆

●基本問題─●●
　　[複素数平面上の位置]　複素数平面上に次の複素数を表す点を図示せよ。
　⑴　1+3i ⑵　2-i ⑶　(1+i)2

　　[共役複素数]　次の複素数の共役複素数を求めよ。
　⑴　(3-2i)+(1+4i) ⑵　(1+i)(2-3i)

　　[複素数の絶対値]　次の複素数の絶対値を求めよ。
　⑴　1+√3i ⑵　(2+3i)(√3-i)

　　[ 2 点間の距離]　次の2点間の距離を求めよ。
　⑴　i，2-3i ⑵　3+2i，7-5i

1

2

3

4

❶　複素数平面

　⑴　複素数  z=a+bi  を座標平面上の点P(a，b)で表すとき，この平面を複素数平面という。
また，この点PをP(z)または点zと書く。

　⑵　≈軸を実軸，¥軸を虚軸という。
　⑶　複素数zの共役複素数を  z  で表す。z=a+bi  のとき，z=a-bi

　　　zが実数　　 　z=z

　　　zが純虚数　 　z=-z　　ただし，z—0

　⑷　複素数zの絶対値を |z| で表す。z=a+bi  のとき，|z|=√a2+b2

❷　複素数の性質

　⑴　共役複素数
　　①　a+b=a+b  ②　a-b=a-b 　　③　ab =a b  ④　(a

b )= a

b
　⑵　複素数の絶対値
　　①　|z|=|-z|=|z|　　②　zz=|z|2 ③　|ab|=|a||b|　　④　| a

b |= |a|
|b|

❸　複素数の演算　a=a+bi，b=c+di  とする。
　⑴　複素数の実数倍　3点  0，a，b  が一直線上にある　 　b=ka  となる実数kがある
　⑵　複素数の和　a+b=(a+c)+(b+d)i

　　　右の図で，四角形 OACB は平行四辺形である。
　⑶　複素数の差　a-b=(a-c)+(b-d)i

　　　右の図で，四角形 ODAB は平行四辺形である。
❹　 2点間の距離

　　2点  a，b  間の距離は，|b-a|

O

B(b)
C(a+b)

D(a-b)

A(a)

¥

≈

複素数平面複素数平面複素数平面1 章

複素数平面1

１　複素数平面　　5

例題 1 共役複素数の性質  

　複素数zについて，|z|=1  のとき，z+
1
z

  は実数であることを証明せよ。

 

着眼点　 aが実数　 　a=a　が成り立つ。また，|z|2=12  より，zz=1  となる。

　　　|z|=1  の両辺を2乗すると，|z|2=12　　zz=1  より，z=
1
z

　　　よって，z+
1
z

=z+( 1
z )=z+

1

z
=

1
z

+z=z+
1
z

　　　つまり，z+
1
z

  は実数である。

証明

　　類題　複素数zについて，|z|=1  のとき，zn+
1
zn　(nは自然数)は実数であることを証明せよ。

▶標準問題─◀◀
　　|z|=√5，z+z=2  のとき，複素数zを求めよ。

　　(a+
1
a)(a+

1
a)=4  のとき，複素数 aの絶対値 |a| を求めよ。

　　≈のn次方程式  a0 ≈
n+a1≈

n-1+a2 ≈
n-2+……+an=0  が複素数 aを解にもつとき，共役複素数  a  

もこの方程式の解になることを証明せよ。ただし，a0，a1，a2，……，an は実数とする。

　　a=a+2i，b=6+3i  とする。2点 A(a)，B(b)と原点Oが一直線上にあるとき，実数aを求めよ。

♦発展問題─♦♦

　　　複素数  a，b  が  |a|=|b|=|a-b|=1  を満たすとき， b
a

 を求めよ。

ヒント　z=
b

a
  とおき，z+z，zz の値を求めて，zを解にもつ2次方程式を考える。

5

6

7

8

9

10

3 複素数平面
1 複素数平面
★学習の要点★
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6　　１章　複素数平面

☆学習の要点☆

●基本問題─●●
　　　[極形式]　次の複素数を極形式で表せ。
　⑴　i ⑵　1+i

　⑶　-√3+i ⑷　-√5

　　　[絶対値と偏角]　次の複素数の絶対値，偏角を求めよ。
　⑴　2-2i ⑵　2i

　　　[極形式の計算①]　a=1+√3i，b=1+i  のとき，ab  の極形式を求めよ。また，ab  の絶対値，
偏角を求めよ。ただし，偏角は絶対値が最小のものを答えよ。

　　　[極形式の計算②]　a=1+√3i，b=1+i  のとき， a
b

 の極形式を求めよ。また， a
b

 の絶対値，

偏角を求めよ。ただし，偏角は絶対値が最小のものを答えよ。

11

12

13

14

❶　複素数の極形式

　　複素数  z=a+bi  を表す点をPとし，OP=r，OP が≈軸(実軸)

の正の部分となす角を iとすると，
　　　　z=r(cos i+i sin i)　　r=√a2+b2 =|z|

　　 iをzの偏角といい，i=arg z  で表す。
　　z=a+bi=r(cos i+i sin i)  より，a=r cos i，b=r sin i

　注　本書では，とくに指示がなければ，角 iは弧度法(ラジアン)で表された一般角とする。
❷　極形式の積・商
　　a=r1(cos i1+i sin i1)，b=r2(cos i2+i sin i2)  とする。
　・積　ab=r1r2{cos(i1+i2)+i sin(i1+i2)}

　　　　|ab|=|a||b|=r1r2　　arg ab=arg a+arg b=i1+i2

　・商　 a
b

=
r1

r2
{cos(i1-i2)+i sin(i1-i2)}

　　　　| a
b |= |a|

|b|
=

r1

r2
 arg 

a
b

=arg a-arg b=i1-i2

O

P(z)

¥

r

a

b

≈
i

複素数の極形式2

２　複素数の極形式　　7

例題 2 極形式による計算  

　複素数  z=
1+i
√3+i

  を計算することにより，cos 15°，sin 15° の値を求めよ。

 

着眼点　zを  a+bi  の形にする。また，z=
a

b
  を極形式で表して，実部と虚部を比べる。

解　　　　　z=
(1+i)(√3-i)

(√3+i)(√3-i)
=
√3+1

4
+
√3-1

4
 i  ……①

　　また，　 1+i=√2(cos 45°+i sin 45°)　　√3+i=2(cos 30°+i sin 30°)

　　よって，z=
1+i

√3+i
=
√2(cos 45°+i sin 45°)
2(cos 30°+i sin 30°)

=
1

√2 (cos 15°+i sin 15°)  ……②

　　①，②の実部，虚部を比べて， 1

√2  cos 15°=
√3+1

4
， 1

√2  sin 15°=
√3-1

4

　　ゆえに，cos 15°=
√6+√2

4
，sin 15°=

√6-√2
4

  ……答

　　　類題　複素数  z=(1+i)(1+√3i)  を計算することによって，cos 105°，sin 105° の値を求めよ。

▶標準問題─◀◀
　　　次の複素数を極形式で表せ。
　⑴　sin i+i cos i ⑵　2(cos i-i sin i)

　　　複素数  z=
1-sin i+i cos i
1-sin i-i cos i

　(0<i<
r

2 )  について，zの絶対値と偏角を求めよ。

　　　i=
r

12
  のとき， (cos i+i sin i)(cos 2i+i sin 2i)

cos 3i-i sin 3i
  の値を求めよ。

♦発展問題─♦♦
　　　3つの複素数  a，b，c  の間に  a+ib=(1+i)c  の関係があるとき，a，b，c  はどんな三角形を
つくるか。

ヒント　まず  
b-c

a-c
  の絶対値，偏角を求める。b=ia  のとき， bは aを原点の周りに 

r

2
 回転させたものである。

15

16

17

18

19

★学習の要点★

2 複素数の極形式

基本問題

42   3 章　複素数平面
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6　　１章　複素数平面

☆学習の要点☆

●基本問題─●●
　　　[極形式]　次の複素数を極形式で表せ。
　⑴　i ⑵　1+i

　⑶　-√3+i ⑷　-√5

　　　[絶対値と偏角]　次の複素数の絶対値，偏角を求めよ。
　⑴　2-2i ⑵　2i

　　　[極形式の計算①]　a=1+√3i，b=1+i  のとき，ab  の極形式を求めよ。また，ab  の絶対値，
偏角を求めよ。ただし，偏角は絶対値が最小のものを答えよ。

　　　[極形式の計算②]　a=1+√3i，b=1+i  のとき， a
b

 の極形式を求めよ。また， a
b

 の絶対値，

偏角を求めよ。ただし，偏角は絶対値が最小のものを答えよ。

11

12

13

14

❶　複素数の極形式

　　複素数  z=a+bi  を表す点をPとし，OP=r，OP が≈軸(実軸)

の正の部分となす角を iとすると，
　　　　z=r(cos i+i sin i)　　r=√a2+b2 =|z|

　　 iをzの偏角といい，i=arg z  で表す。
　　z=a+bi=r(cos i+i sin i)  より，a=r cos i，b=r sin i

　注　本書では，とくに指示がなければ，角 iは弧度法(ラジアン)で表された一般角とする。
❷　極形式の積・商
　　a=r1(cos i1+i sin i1)，b=r2(cos i2+i sin i2)  とする。
　・積　ab=r1r2{cos(i1+i2)+i sin(i1+i2)}

　　　　|ab|=|a||b|=r1r2　　arg ab=arg a+arg b=i1+i2

　・商　 a
b

=
r1

r2
{cos(i1-i2)+i sin(i1-i2)}

　　　　| a
b |= |a|

|b|
=

r1

r2
 arg 

a
b

=arg a-arg b=i1-i2

O

P(z)

¥

r

a

b

≈
i

複素数の極形式2

２　複素数の極形式　　7

例題 2 極形式による計算  

　複素数  z=
1+i
√3+i

  を計算することにより，cos 15°，sin 15° の値を求めよ。

 

着眼点　zを  a+bi  の形にする。また，z=
a

b
  を極形式で表して，実部と虚部を比べる。

解　　　　　z=
(1+i)(√3-i)

(√3+i)(√3-i)
=
√3+1

4
+
√3-1

4
 i  ……①

　　また，　 1+i=√2(cos 45°+i sin 45°)　　√3+i=2(cos 30°+i sin 30°)

　　よって，z=
1+i

√3+i
=
√2(cos 45°+i sin 45°)
2(cos 30°+i sin 30°)

=
1

√2 (cos 15°+i sin 15°)  ……②

　　①，②の実部，虚部を比べて， 1

√2  cos 15°=
√3+1

4
， 1

√2  sin 15°=
√3-1

4

　　ゆえに，cos 15°=
√6+√2

4
，sin 15°=

√6-√2
4

  ……答

　　　類題　複素数  z=(1+i)(1+√3i)  を計算することによって，cos 105°，sin 105° の値を求めよ。

▶標準問題─◀◀
　　　次の複素数を極形式で表せ。
　⑴　sin i+i cos i ⑵　2(cos i-i sin i)

　　　複素数  z=
1-sin i+i cos i
1-sin i-i cos i

　(0<i<
r

2 )  について，zの絶対値と偏角を求めよ。

　　　i=
r

12
  のとき， (cos i+i sin i)(cos 2i+i sin 2i)

cos 3i-i sin 3i
  の値を求めよ。

♦発展問題─♦♦
　　　3つの複素数  a，b，c  の間に  a+ib=(1+i)c  の関係があるとき，a，b，c  はどんな三角形を
つくるか。

ヒント　まず  
b-c

a-c
  の絶対値，偏角を求める。b=ia  のとき， bは aを原点の周りに 

r

2
 回転させたものである。

15

16

17

18

19

2 極形式による計算 �例題

着眼点

標準問題

発展問題

2　 複素数の極形式　　43

SAM
PLE



18

☆学習の要点☆

●基本問題─●●
　　[関数  ¥=f(≈)  のグラフ]　次の関数について，≈と¥の対応表を完成させ，関数のグラフ上の
点(≈，¥)をとってグラフの概形をかけ。

　⑴　¥=≈+
4
≈

 ⑵　¥=
10

≈2+2≈+2

　　 ≈ -4 -3 -2 -1 1 2 3 4

¥
 　 ≈ -4 -3 -2 -1 0 1 2

¥

　　[方程式  F(≈，¥)=0  の表す曲線]　次の方程式の表す曲線をかけ。
　⑴　≈2+¥2-8≈-6¥=0 ⑵　3≈-12=0

　　[曲線の移動]　次の問いに答えよ。
　⑴　曲線  ≈2+¥=0  を直線  ¥=≈  に関して対称移動した曲線の方程式を求めよ。
　⑵　曲線  ≈2+¥2+4≈=5  を≈軸方向に2，¥軸方向に -1 だけ平行移動した曲線の方程式を求めよ。

1

2

3

❶　関数  ¥=f(≈)  のグラフ

　　関数  ¥=f(≈)  のグラフは，変数≈が関数の定義域を動くとき，座標平面上の点(≈，f(≈))全
体の作る図形である。
❷　 1 次関数  ¥=m≈+n  のグラフ

　⑴　m の値が一定で，nの値が変化するとき，傾き m の直線群を表す。
　⑵　nの値が一定で，m の値が変化するとき，定点(0，n)を通る直線群を表す。
❸　方程式  F(≈，¥)=0  の表す曲線

　　≈，¥  の方程式  F(≈，¥)=0  が与えられたとき，座標平面上で，座標がこの方程式を満たす
点P(≈，¥)の軌跡を，この方程式の表す曲線，または曲線  F(≈，¥)=0  という。

　　また，方程式  F(≈，¥)=0  を，この曲線の方程式という。
❹　曲線の移動
　　方程式  F(≈，¥)=0  の表す曲線を，
　⑴　直線  ¥=≈  に関して対称移動した曲線の方程式は，F(¥，≈)=0

　⑵　≈軸方向にp，¥軸方向にqだけ平行移動した曲線の方程式は，F(≈-p，¥-q)=0

2 章 いろいろな曲線いろいろな曲線いろいろな曲線
方程式の表す曲線7

７　方程式の表す曲線　　19

例題 1 方程式の表す曲線  

　2つの円  ≈2+¥2-9=0  ……①，≈2+¥2-8≈+6¥+9=0  ……②  について，次の問いに答えよ。
⑴　2つの円①，②は2点で交わることを示せ。
⑵　2つの円①，②の交点を通る直線の方程式を求めよ。
⑶　2つの円①，②の交点と原点を通る円の方程式を求めよ。
 

着眼点　2つの曲線   f(≈，¥)=0，©(≈，¥)=0  の交点を通る曲線は   f(≈，¥)+k©(≈，¥)=0  と表される。

　　⑴　①を変形すると，≈2+¥2=9　　②を変形すると，(≈-4)2+(¥+3)2=16

　　　　よって，円①の中心は原点(0，0)，半径は  r1=3

　　　　　　　　円②の中心は点(4，-3)，半径は  r2=4

　　　　中心間の距離は，d=√42+(-3)2 =√25 =5

　　　　|r1-r2|<d<r1+r2  が成り立つから，2つの円①，②は2点で交わる。
　　⑵　①，②の交点を通る図形の方程式は，次のように表される。
　　　　　　　　　　　　　　≈2+¥2-9+k(≈2+¥2-8≈+6¥+9)=0  ……③
　　　　③の2次の項を消去するために  k=-1  を代入して，4≈-3¥-9=0  ……答
　　⑶　③の式に  ≈=0，¥=0  を代入して，k=1

　　　　これを③に代入して，≈2+¥2-4≈+3¥=0  ……答

解

　　　　　2つの放物線  ¥=≈2-2≈-3  ……①，¥=-≈2+1  ……②  について，次の問いに答えよ。
　⑴　2つの放物線①，②の交点を通る直線の方程式を求めよ。
　⑵　2つの放物線①，②の交点と原点を通る放物線の方程式を求めよ。

▶標準問題─◀◀
　　定数kが任意の値をとるとき，方程式  (k+3)≈-(2k-1)¥+3k-5=0  は，定点を通る直線群を
表す。この定点の座標を求めよ。

　　曲線  ≈2-4≈-¥=0  を直線  ¥=≈  に関して対称に移動し，更に≈軸方向に2，¥軸方向に1だけ平
行移動した曲線の方程式を求めよ。

♦発展問題─♦♦
　　定数tが任意の値をとるとき，円  ≈2+¥2-2t≈+6t¥-2¥+10t 2-7t+3=0  の中心Pの軌跡を求め
よ。
ヒント　(≈-a)2+(¥-b)2=r 2  の形に変形する。r 2>0  の条件に注意する。

4 類題

5

6

7

4 平面上の曲線
1 方程式の表す曲線
★学習の要点★

基本問題

1　 方程式の表す曲線 SAM
PLE
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☆学習の要点☆

●基本問題─●●
　　[関数  ¥=f(≈)  のグラフ]　次の関数について，≈と¥の対応表を完成させ，関数のグラフ上の
点(≈，¥)をとってグラフの概形をかけ。

　⑴　¥=≈+
4
≈

 ⑵　¥=
10

≈2+2≈+2

　　 ≈ -4 -3 -2 -1 1 2 3 4

¥
 　 ≈ -4 -3 -2 -1 0 1 2

¥

　　[方程式  F(≈，¥)=0  の表す曲線]　次の方程式の表す曲線をかけ。
　⑴　≈2+¥2-8≈-6¥=0 ⑵　3≈-12=0

　　[曲線の移動]　次の問いに答えよ。
　⑴　曲線  ≈2+¥=0  を直線  ¥=≈  に関して対称移動した曲線の方程式を求めよ。
　⑵　曲線  ≈2+¥2+4≈=5  を≈軸方向に2，¥軸方向に -1 だけ平行移動した曲線の方程式を求めよ。

1

2

3

❶　関数  ¥=f(≈)  のグラフ

　　関数  ¥=f(≈)  のグラフは，変数≈が関数の定義域を動くとき，座標平面上の点(≈，f(≈))全
体の作る図形である。
❷　 1 次関数  ¥=m≈+n  のグラフ

　⑴　m の値が一定で，nの値が変化するとき，傾き m の直線群を表す。
　⑵　nの値が一定で，m の値が変化するとき，定点(0，n)を通る直線群を表す。
❸　方程式  F(≈，¥)=0  の表す曲線

　　≈，¥  の方程式  F(≈，¥)=0  が与えられたとき，座標平面上で，座標がこの方程式を満たす
点P(≈，¥)の軌跡を，この方程式の表す曲線，または曲線  F(≈，¥)=0  という。
　　また，方程式  F(≈，¥)=0  を，この曲線の方程式という。
❹　曲線の移動
　　方程式  F(≈，¥)=0  の表す曲線を，
　⑴　直線  ¥=≈  に関して対称移動した曲線の方程式は，F(¥，≈)=0

　⑵　≈軸方向にp，¥軸方向にqだけ平行移動した曲線の方程式は，F(≈-p，¥-q)=0

2 章 いろいろな曲線いろいろな曲線いろいろな曲線
方程式の表す曲線7

７　方程式の表す曲線　　19

例題 1 方程式の表す曲線  

　2つの円  ≈2+¥2-9=0  ……①，≈2+¥2-8≈+6¥+9=0  ……②  について，次の問いに答えよ。
⑴　2つの円①，②は2点で交わることを示せ。
⑵　2つの円①，②の交点を通る直線の方程式を求めよ。
⑶　2つの円①，②の交点と原点を通る円の方程式を求めよ。
 

着眼点　2つの曲線   f(≈，¥)=0，©(≈，¥)=0  の交点を通る曲線は   f(≈，¥)+k©(≈，¥)=0  と表される。

　　⑴　①を変形すると，≈2+¥2=9　　②を変形すると，(≈-4)2+(¥+3)2=16

　　　　よって，円①の中心は原点(0，0)，半径は  r1=3

　　　　　　　　円②の中心は点(4，-3)，半径は  r2=4

　　　　中心間の距離は，d=√42+(-3)2 =√25 =5

　　　　|r1-r2|<d<r1+r2  が成り立つから，2つの円①，②は2点で交わる。
　　⑵　①，②の交点を通る図形の方程式は，次のように表される。
　　　　　　　　　　　　　　≈2+¥2-9+k(≈2+¥2-8≈+6¥+9)=0  ……③
　　　　③の2次の項を消去するために  k=-1  を代入して，4≈-3¥-9=0  ……答
　　⑶　③の式に  ≈=0，¥=0  を代入して，k=1

　　　　これを③に代入して，≈2+¥2-4≈+3¥=0  ……答

解

　　　　　2つの放物線  ¥=≈2-2≈-3  ……①，¥=-≈2+1  ……②  について，次の問いに答えよ。
　⑴　2つの放物線①，②の交点を通る直線の方程式を求めよ。
　⑵　2つの放物線①，②の交点と原点を通る放物線の方程式を求めよ。

▶標準問題─◀◀
　　定数kが任意の値をとるとき，方程式  (k+3)≈-(2k-1)¥+3k-5=0  は，定点を通る直線群を
表す。この定点の座標を求めよ。

　　曲線  ≈2-4≈-¥=0  を直線  ¥=≈  に関して対称に移動し，更に≈軸方向に2，¥軸方向に1だけ平
行移動した曲線の方程式を求めよ。

♦発展問題─♦♦
　　定数tが任意の値をとるとき，円  ≈2+¥2-2t≈+6t¥-2¥+10t 2-7t+3=0  の中心Pの軌跡を求め
よ。
ヒント　(≈-a)2+(¥-b)2=r 2  の形に変形する。r 2>0  の条件に注意する。

4 類題

5

6

7

1 方程式の表す曲線 �例題

着眼点

標準問題

発展問題

1　 方程式の表す曲線　　55
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20　　２章　いろいろな曲線

☆学習の要点☆

●基本問題─●●
　　[放物線の頂点と軸]　次の放物線について，頂点の座標，軸の方程式を求めよ。
　⑴　¥2=≈ ⑵　¥2=6≈ ⑶　≈2=-16¥

　　[放物線の焦点と準線]　次の放物線について，焦点の座標，準線の方程式を求めよ。
　⑴　¥2=8≈ ⑵　¥2=-12≈ ⑶　≈2=2¥

　　　[放物線の方程式]　次の放物線の方程式を求めよ。

　⑴　焦点(-2，0)，準線  ≈=2 ⑵　焦点(0， 1
4 )，準線  ¥=-

1
4

　⑶　頂点(0，0)，準線  ¥=
1
2

 ⑷　頂点(0，0)，焦点(6，0)

　　　[放物線の平行移動]　次の放物線は，原点を頂点とするどんな放物線をどのように平行移動す
ると得られるか。

　⑴　(¥-2)2=≈ ⑵　(≈+1)2=-2¥ ⑶　(¥+3)2=5(≈+2)

　　　[放物線と領域]　次の不等式で表される領域を図示せよ。

　⑴　¥2>2≈ ⑵　¥2<
1
4

 ≈ ⑶　≈2≥-3¥

8

9

10

11

12

❶　放物線の方程式　p—0  とする。
　　¥2=4p≈　(≈軸に関して対称)　　焦点(p，0)，準線  ≈=-p，頂点(0，0)

　　≈2=4p¥　(¥軸に関して対称)　　焦点(0，p)，準線  ¥=-p，頂点(0，0)

❷　放物線の平行移動　p—0  とする。
　　放物線  ¥2=4p≈，≈2=4p¥  を≈軸方向に m，¥軸方向にnだけ平行移動すると，それぞれ，
　　　　(¥-n)2=4p(≈-m)　　(≈-m)2=4p(¥-n)

❸　放物線と領域　p—0  とする。
　⑴　¥2>4p≈　 　放物線の外側　　¥2<4p≈　 　放物線の内側
　⑵　≈2>4p¥　 　放物線の外側　　≈2<4p¥　 　放物線の内側

放 物 線8

８　放 物 線　　21

例題 2 放物線の方程式の決定  

　焦点が(2，3)，軸が  ¥=3  で，点(2，2)を通る放物線の方程式を求めよ。
 

着眼点  　放物線上の点をP，焦点をF，Pと準線の距離を PH とすると，PF=PH　つまり，PF2=PH2  が
成り立つ。

　　放物線上の点をP(≈，¥)，焦点をF(2，3)とする。
　　また，準線は軸  ¥=3  に垂直だから，≈=k  とする。
　　Pから準線に垂線 PH を下ろすと，PF=PH　つまり，PF2=PH2  だから，
　　　　(≈-2)2+(¥-3)2=(≈-k)2  ……①
　　①に  ≈=2，¥=2  を代入して，k=1，3

　　①に  k=1  を代入して，(¥-3)2=2≈-3

　　①に  k=3  を代入して，(¥-3)2=-2≈+5 答　(¥-3)2=2≈-3，(¥-3)2=-2≈+5

解

　　　　　　焦点が(-1，-2)，軸が  ≈=-1  で，点(1，-2)を通る放物線の方程式を求めよ。

▶標準問題─◀◀
　　　焦点が(1，0)，軸が≈軸で，点(4，4)を通り，準線の右側にある放物線の方程式を求めよ。

　　　焦点が(-3，-3)で，準線の方程式が  ¥=1  である放物線の方程式を求めよ。

　　　¥軸に平行な直線を軸とし，3点(0，3)，(2，11)，(-1，2)を通る放物線の方程式を求めよ。

　　　次の放物線を，≈軸方向に3，¥軸方向に -2 だけ平行移動した放物線の方程式を求めよ。
　⑴　¥2=5≈ ⑵　3≈+2¥2=0 ⑶　≈2+2¥=0

　　　次の方程式で表される図形が放物線であることを示せ。また，その焦点の座標と準線の方程式
を求めよ。
　⑴　¥=≈2-2≈+2 ⑵　¥2-2¥+4≈+5=0

　　　放物線  ¥2=4≈  と焦点を共有し，頂点がこの曲線上にあって，軸が¥軸に平行な放物線の方程
式を求めよ。

　　　次の不等式で表される領域を図示せよ。
　⑴　(¥+1)2≤4(≈+1) ⑵　¥>2≈2-8≈+3 ⑶　¥2≥4≈，≈2≤-8¥

♦発展問題─♦♦
　　　点(4，2)を焦点として，直線  2≈+¥=0  を準線とする放物線の方程式を求めよ。

ヒント　放物線上の点をP(≈，¥)として，放物線の定義に従って求める。

13 類題

14

15

16

17

18

19

20

21

★学習の要点★

2 放 物 線

基本問題

56   4 章　平面上の曲線
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20　　２章　いろいろな曲線

☆学習の要点☆

●基本問題─●●
　　[放物線の頂点と軸]　次の放物線について，頂点の座標，軸の方程式を求めよ。
　⑴　¥2=≈ ⑵　¥2=6≈ ⑶　≈2=-16¥

　　[放物線の焦点と準線]　次の放物線について，焦点の座標，準線の方程式を求めよ。
　⑴　¥2=8≈ ⑵　¥2=-12≈ ⑶　≈2=2¥

　　　[放物線の方程式]　次の放物線の方程式を求めよ。

　⑴　焦点(-2，0)，準線  ≈=2 ⑵　焦点(0， 1
4 )，準線  ¥=-

1
4

　⑶　頂点(0，0)，準線  ¥=
1
2

 ⑷　頂点(0，0)，焦点(6，0)

　　　[放物線の平行移動]　次の放物線は，原点を頂点とするどんな放物線をどのように平行移動す
ると得られるか。
　⑴　(¥-2)2=≈ ⑵　(≈+1)2=-2¥ ⑶　(¥+3)2=5(≈+2)

　　　[放物線と領域]　次の不等式で表される領域を図示せよ。

　⑴　¥2>2≈ ⑵　¥2<
1
4

 ≈ ⑶　≈2≥-3¥

8

9

10

11

12

❶　放物線の方程式　p—0  とする。
　　¥2=4p≈　(≈軸に関して対称)　　焦点(p，0)，準線  ≈=-p，頂点(0，0)

　　≈2=4p¥　(¥軸に関して対称)　　焦点(0，p)，準線  ¥=-p，頂点(0，0)

❷　放物線の平行移動　p—0  とする。
　　放物線  ¥2=4p≈，≈2=4p¥  を≈軸方向に m，¥軸方向にnだけ平行移動すると，それぞれ，
　　　　(¥-n)2=4p(≈-m)　　(≈-m)2=4p(¥-n)

❸　放物線と領域　p—0  とする。
　⑴　¥2>4p≈　 　放物線の外側　　¥2<4p≈　 　放物線の内側
　⑵　≈2>4p¥　 　放物線の外側　　≈2<4p¥　 　放物線の内側

放 物 線8

８　放 物 線　　21

例題 2 放物線の方程式の決定  

　焦点が(2，3)，軸が  ¥=3  で，点(2，2)を通る放物線の方程式を求めよ。
 

着眼点  　放物線上の点をP，焦点をF，Pと準線の距離を PH とすると，PF=PH　つまり，PF2=PH2  が
成り立つ。

　　放物線上の点をP(≈，¥)，焦点をF(2，3)とする。
　　また，準線は軸  ¥=3  に垂直だから，≈=k  とする。
　　Pから準線に垂線 PH を下ろすと，PF=PH　つまり，PF2=PH2  だから，
　　　　(≈-2)2+(¥-3)2=(≈-k)2  ……①
　　①に  ≈=2，¥=2  を代入して，k=1，3

　　①に  k=1  を代入して，(¥-3)2=2≈-3

　　①に  k=3  を代入して，(¥-3)2=-2≈+5 答　(¥-3)2=2≈-3，(¥-3)2=-2≈+5

解

　　　　　　焦点が(-1，-2)，軸が  ≈=-1  で，点(1，-2)を通る放物線の方程式を求めよ。

▶標準問題─◀◀
　　　焦点が(1，0)，軸が≈軸で，点(4，4)を通り，準線の右側にある放物線の方程式を求めよ。

　　　焦点が(-3，-3)で，準線の方程式が  ¥=1  である放物線の方程式を求めよ。

　　　¥軸に平行な直線を軸とし，3点(0，3)，(2，11)，(-1，2)を通る放物線の方程式を求めよ。

　　　次の放物線を，≈軸方向に3，¥軸方向に -2 だけ平行移動した放物線の方程式を求めよ。
　⑴　¥2=5≈ ⑵　3≈+2¥2=0 ⑶　≈2+2¥=0

　　　次の方程式で表される図形が放物線であることを示せ。また，その焦点の座標と準線の方程式
を求めよ。

　⑴　¥=≈2-2≈+2 ⑵　¥2-2¥+4≈+5=0

　　　放物線  ¥2=4≈  と焦点を共有し，頂点がこの曲線上にあって，軸が¥軸に平行な放物線の方程
式を求めよ。

　　　次の不等式で表される領域を図示せよ。
　⑴　(¥+1)2≤4(≈+1) ⑵　¥>2≈2-8≈+3 ⑶　¥2≥4≈，≈2≤-8¥

♦発展問題─♦♦
　　　点(4，2)を焦点として，直線  2≈+¥=0  を準線とする放物線の方程式を求めよ。

ヒント　放物線上の点をP(≈，¥)として，放物線の定義に従って求める。

13 類題

14

15

16

17

18

19

20

21

2 放物線の方程式の決定 �例題

着眼点

標準問題

発展問題
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5 数学的な表現の工夫―行列
1 行列の加法・減法と実数倍
★学習の要点★

基本問題

1　 行列の加法・減法と実数倍 SAM
PLE



1 行列の実数倍 �例題

着眼点

標準問題

発展問題

1　 行列の加法・減法と実数倍　　77
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★学習の要点★

2 行列の積

基本問題

78   5 章　数学的な表現の工夫―行列

2　 行列の積 SAM
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2 行列の積 �例題

着眼点

標準問題

発展問題

2　 行列の積　　79
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章第 1 平面上のベクトル
1 ベクトル

2 ベクトルの演算

3 ベクトルの成分

【p . 4】

【p . 5】

【p . 9】

【p . 6】

【p . 8】

【p . 7】

― 2 ―
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章第 2 空間のベクトル
1 空間のベクトル

3 空間ベクトルの成分
2 空間の座標

【p . 24】

【p . 25】

【p . 28】

【p . 29】

【p . 26】

【p . 27】

― 10 ―
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─  2  ─

１章　複素数平面
【p. 4】　1　複素数平面
1　⑶　(1+i)2=1+2i+i 2=1+2i-1=2i

O
-1

1
2

3

2

⑴

⑶

⑵

¥

≈

2　⑴　z=4+2i  より，z=4-2i

　⑵　z=2-3i 2-i=5-i  より，z=5+i

3　⑴　|1+√ 3 i|=√1+(√ 3  )2 =2

　⑵　|(2+3i)(√ 3 -i)|=|2+3i||√ 3 -i|

　　=√22+32√(√ 3  )2+(-1)2 =2√13 

4　⑴　√(2-0)2+(-3-1)2 =√20 =2√5
　⑵　√(7-3)2+(-5-2)2 =√65 

【p. 5】　
5　類題　|z|2=12  より，zz=1　　z=

1
z

　zn+
1
zn =zn+

1

zn
=( z )n+

1

( z )n
=

1
zn +zn

　 =zn+
1
zn

　よって，zn+
1
zn   は実数である。

6　z=a+bi  とすると，z=a-bi

　z+z=2  より，2a=2　　a=1

　|z|2=(√ 5  )2　　a2+b2=5　　b2=4　　b=±2

　よって，z=1±2i

7　aa+1+1+
1

aa
=4　　|a|2-2+

1
|a|2 =0

　(|a|-
1

|a|)
2

=0　　|a|-
1

|a|
=0　　|a|2=1

　|a|≥0  より，|a|=1

8　a  は方程式の解だから，
　a0a

n+a1a
n-1+a2a

n-2+……+an=0

　a0a
n+a1a

n-1+a2a
n-2+……+an=0

　a0( a )n+a1( a )n-1+a2( a )n-2+……+an=0

　よって，共役複素数  a  も解である。
9　b=ka  より，6+3i=k(a+2i)

　6=ka，3=2k  を解いて，k=
3
2
，a=4

10　|a|2=|b|2=|a-b|2=12  より，aa=1，bb=1

　(a-b)( a-b  )=1  より，ab +ab=1

　z=
b

a
  とおくと，z+z=

b

a
+

b

a
=

ab+ab

aa
=1

　zz=
bb

aa
=1　　z  は  ≈2-≈+1=0  の解だから，

　z=
1±√ 3 i

2
　　つまり， b

a
=

1±√3i
2

【p. 6】　2　複素数の極形式
11　⑴　cos 

r

2
+i sin 

r

2

　⑵　√ 2 (cos 
r

4
+i sin 

r

4 )
　⑶　|-√ 3 +i|=√3+1 =√ 4 =2

　　図より，i=
5
6

 r

　　与式=2(cos 
5
6

 r+i sin 
5
6

 r)

3-

r
5
6

O

2
1

¥

≈

　⑷　|-√ 5 |=√ 5

　　与式=√5(cos r+i sin r)

12　⑴　z=2-2i  とおく。
　　絶対値　|z|=√22+(-2)2 =√ 8 =2√2

　　偏角　　arg z=-
r

4
+2nr　(nは整数)

　⑵　z=2i  とおく。
　　絶対値　|z|=√02+22 =√ 4 =2

　　偏角　　arg z=
r

2
+2nr　(nは整数)

13　a=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　b=√ 2 (cos 

r

4
+i sin 

r

4 )
　ab=2·√ 2 cos( r

3
+

r

4 )+i sin( r

3
+

r

4 )
　 =2√2(cos 

7
12

 r+i sin 
7
12

 r)
　絶対値　|ab|=|a||b|=2·√ 2 =2√2

　偏角　　arg ab=arg a+ arg b=
r

3
+

r

4
=

7
12

 r

14　a=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　b=√ 2 (cos 

r

4
+i sin 

r

4 )
　 a
b

=
2

√ 2
cos( r

3
-

r

4 )+i sin( r

3
-

r

4 )
　 =√2(cos 

r

12
+i sin 

r

12)
　絶対値　| a

b |= |a|
|b|

=
2

√ 2
=√2

　偏角　　arg 
a

b
=arg a-arg b=

r

3
-

r

4
=
r

12

【p. 7】　
15　類題　z=(1+i)(1+√ 3 i)

　 =(1-√ 3  )+(1+√ 3  )i ……①
　また，
　z={√ 2 (cos 45°+i sin 45°)}{2(cos 60°+i sin 60°)}

　 =2√ 2 (cos 105°+i sin 105°) ……②
　①，②の実部，虚部を比べて，
　2√ 2  cos 105°=1-√ 3，2√ 2  sin 105°=1+√ 3

　よって，

　cos 105°=
√2-√6

4
，sin 105°=

√2+√6
4

16　⑴　cos( r

2
-i)+i sin( r

2
-i)

　⑵　2{cos(-i)+i sin(-i)}

17　z=
(1-sin i+i cos i)2

(1-sin i)2+cos2i

─  3  ─

 =
-2 sin i(1-sin i)+2i(1-sin i)cos i

2-2 sin i

 =-sin i+i cos i

 =cos(i+
r

2 )+i sin(i+
r

2 )
　絶対値　|z|=1

　偏角　　arg z=i+
r

2
+2nr　(nは整数)

18　分子=cos(i+2i)+i sin(i+2i)

　 =cos 3i+i sin 3i

　i=
r

12
  のとき，与式=

cos 
r

4
+i sin 

r

4

cos 
r

4
-i sin 

r

4

　=

1

√ 2
+

1

√ 2
 i

1

√ 2
-

1

√ 2
 i
=

1+i
1-i

=
(1+i)2

(1-i)(1+i)

　
=

1+2i+i 2

1-i 2
=i

19　a+ib=(1+i)c  より，a-c=-i(b-c)

　よって， b-c

a-c
=i ……①

　ゆえに，| b-c

a-c |=1

　①より，arg 
b-c

a-c
=arg i=

r

2

　よって，点 cを中心として点 aを 
r

2
 回転すると，

点 bが得られるので，△abc は直角二等辺三角形
【p. 8】　3　ド・モアブルの定理
20　⑴　与式=cos(6· 

r

12)+i sin(6· 
r

12)
　　 =cos 

r

2
+i sin 

r

2
=i

　⑵　√ 3 +3i=2√ 3 (cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　　与式=(2√ 3  )5 cos(5· 

r

3 )+i sin(5· 
r

3 )
　　　　=288√ 3 cos(-

r

3 )+i sin(-
r

3 )
　　　　=288√ 3 ( 1

2
-
√ 3
2

 i)=144√3-432i

21　⑴　√ 3 -i=2(√ 3
2

-
1
2

 i)
　　 =2 cos(-

r

6 )+i sin(-
r

6 )
　　与式

　　=2-6 cos(-6)·(-
r

6 )+i sin(-6)(-
r

6 )
　　=

1
64

(cos r+i sin r)

　　=-
1
64

　⑵　1+i=√ 2 (cos 
r

4
+i sin 

r

4 )
　　√ 3 +i=2(cos 

r

6
+i sin 

r

6 )
　　 1+i

√ 3 +i
=
√ 2
2

cos( r

4
-

r

6 )+i sin( r

4
-

r

6 )

　　 =
1

√ 2 (cos 
r

12
+i sin 

r

12)
　　与式=( 1

√ 2 )
18

cos(18· 
r

12)+i sin(18· 
r

12)
　　　　=

1
29(cos 

3
2

 r+i sin 
3
2

 r)
　　　　=-

1
512

 i

22　 1+sin i+i cos i
1+sin i-i cos i

=
{(1+sin i)+i cos i}2

(1+sin i)2-(i cos i)2

　=
2 sin i(1+sin i)+2i cos i(1+sin i)

2(1+sin i)

　=sin i+i cos i

　=cos( r

2
-i)+i sin( r

2
-i)

　ド・モアブルの定理により，

　左辺= cos( r

2
-i)+i sin( r

2
-i)

n

　　　=cos n( r

2
-i)+i sin n( r

2
-i)

　　　=右辺
23　z3=1 ……①　　|z3|=1　　よって，|z|=1

　①の解は  z=cos i+i sin i ……②  とおける。
　②を①に代入して，
　(cos i+i sin i)3=cos 3i+i sin 3i=1

 　cos 3i=1， sin 3i=0

　よって，3i=0+2kr　(kは整数)

　　　　　 i=
2kr

3

　0≤i<2r  とすると，k=0，1，2  だから，

　　　　　 i=0， 2
3

 r， 4
3

 r

　これらを②に代入して，①の虚数解は，

　z=cos 
2
3

 r+i sin 
2
3

 r，cos 
4
3

 r+i sin 
4
3

 r

【p. 9】　
24　類題　zの極形式を  z=r(cos i+i sin i)  と
すると，z3=r 3(cos 3i+i sin 3i) ……①

　また，z3=-i=cos 
3
2

 r+i sin 
3
2

 r ……②

　①，②の絶対値，偏角を比べて，

　r 3=1，3i=
3
2

 r+2kr　(kは整数)

　よって，r=1，i=
r

2
+

2kr

3

　0≤i<2rとすると，k=0，1，2

　ゆえに，z=i，-
√3
2

-
1
2

 i，√3
2

-
1
2

 i

　別解　1の3乗根(虚数)を~とする。

　z3=i 3  より，( z
i )

3

=1　　よって， z
i

=1，~，~2

　つまり，z=i，i~，i~2

　~=
-1+√ 3 i

2
  とすると，

　z=i，-
√3
2

-
1
2

 i，√3
2

-
1
2

 i

25　⑴　1+√ 3 i=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )

─  2  ─

１章　複素数平面
【p. 4】　1　複素数平面
1　⑶　(1+i)2=1+2i+i 2=1+2i-1=2i

O
-1

1
2

3

2

⑴

⑶

⑵

¥

≈

2　⑴　z=4+2i  より，z=4-2i

　⑵　z=2-3i 2-i=5-i  より，z=5+i

3　⑴　|1+√ 3 i|=√1+(√ 3  )2 =2

　⑵　|(2+3i)(√ 3 -i)|=|2+3i||√ 3 -i|

　　=√22+32√(√ 3  )2+(-1)2 =2√13 

4　⑴　√(2-0)2+(-3-1)2 =√20 =2√5
　⑵　√(7-3)2+(-5-2)2 =√65 

【p. 5】　
5　類題　|z|2=12  より，zz=1　　z=

1
z

　zn+
1
zn =zn+

1

zn
=( z )n+

1

( z )n
=

1
zn +zn

　 =zn+
1
zn

　よって，zn+
1
zn   は実数である。

6　z=a+bi  とすると，z=a-bi

　z+z=2  より，2a=2　　a=1

　|z|2=(√ 5  )2　　a2+b2=5　　b2=4　　b=±2

　よって，z=1±2i

7　aa+1+1+
1

aa
=4　　|a|2-2+

1
|a|2 =0

　(|a|-
1

|a|)
2

=0　　|a|-
1

|a|
=0　　|a|2=1

　|a|≥0  より，|a|=1

8　a  は方程式の解だから，
　a0a

n+a1a
n-1+a2a

n-2+……+an=0

　a0a
n+a1a

n-1+a2a
n-2+……+an=0

　a0( a )n+a1( a )n-1+a2( a )n-2+……+an=0

　よって，共役複素数  a  も解である。
9　b=ka  より，6+3i=k(a+2i)

　6=ka，3=2k  を解いて，k=
3
2
，a=4

10　|a|2=|b|2=|a-b|2=12  より，aa=1，bb=1

　(a-b)( a-b  )=1  より，ab +ab=1

　z=
b

a
  とおくと，z+z=

b

a
+

b

a
=

ab+ab

aa
=1

　zz=
bb

aa
=1　　z  は  ≈2-≈+1=0  の解だから，

　z=
1±√ 3 i

2
　　つまり， b

a
=

1±√3i
2

【p. 6】　2　複素数の極形式
11　⑴　cos 

r

2
+i sin 

r

2

　⑵　√ 2 (cos 
r

4
+i sin 

r

4 )
　⑶　|-√ 3 +i|=√3+1 =√ 4 =2

　　図より，i=
5
6

 r

　　与式=2(cos 
5
6

 r+i sin 
5
6

 r)

3-

r
5
6

O

2
1

¥

≈

　⑷　|-√ 5 |=√ 5

　　与式=√5(cos r+i sin r)

12　⑴　z=2-2i  とおく。
　　絶対値　|z|=√22+(-2)2 =√ 8 =2√2

　　偏角　　arg z=-
r

4
+2nr　(nは整数)

　⑵　z=2i  とおく。
　　絶対値　|z|=√02+22 =√ 4 =2

　　偏角　　arg z=
r

2
+2nr　(nは整数)

13　a=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　b=√ 2 (cos 

r

4
+i sin 

r

4 )
　ab=2·√ 2 cos( r

3
+

r

4 )+i sin( r

3
+

r

4 )
　 =2√2(cos 

7
12

 r+i sin 
7
12

 r)
　絶対値　|ab|=|a||b|=2·√ 2 =2√2

　偏角　　arg ab=arg a+ arg b=
r

3
+

r

4
=

7
12

 r

14　a=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　b=√ 2 (cos 

r

4
+i sin 

r

4 )
　 a
b

=
2

√ 2
cos( r

3
-

r

4 )+i sin( r

3
-

r

4 )
　 =√2(cos 

r

12
+i sin 

r

12)
　絶対値　| a

b |= |a|
|b|

=
2

√ 2
=√2

　偏角　　arg 
a

b
=arg a-arg b=

r

3
-

r

4
=
r

12

【p. 7】　
15　類題　z=(1+i)(1+√ 3 i)

　 =(1-√ 3  )+(1+√ 3  )i ……①
　また，
　z={√ 2 (cos 45°+i sin 45°)}{2(cos 60°+i sin 60°)}

　 =2√ 2 (cos 105°+i sin 105°) ……②
　①，②の実部，虚部を比べて，
　2√ 2  cos 105°=1-√ 3，2√ 2  sin 105°=1+√ 3

　よって，

　cos 105°=
√2-√6

4
，sin 105°=

√2+√6
4

16　⑴　cos( r

2
-i)+i sin( r

2
-i)

　⑵　2{cos(-i)+i sin(-i)}

17　z=
(1-sin i+i cos i)2

(1-sin i)2+cos2i

章第 3 複素数平面
1 複素数平面

2 複素数の極形式

【p . 40】

【p . 42】

【p . 41】

【p . 43】
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１章　複素数平面
【p. 4】　1　複素数平面
1　⑶　(1+i)2=1+2i+i 2=1+2i-1=2i

O
-1

1
2

3

2

⑴

⑶

⑵

¥

≈

2　⑴　z=4+2i  より，z=4-2i

　⑵　z=2-3i 2-i=5-i  より，z=5+i

3　⑴　|1+√ 3 i|=√1+(√ 3  )2 =2

　⑵　|(2+3i)(√ 3 -i)|=|2+3i||√ 3 -i|

　　=√22+32√(√ 3  )2+(-1)2 =2√13 

4　⑴　√(2-0)2+(-3-1)2 =√20 =2√5
　⑵　√(7-3)2+(-5-2)2 =√65 

【p. 5】　
5　類題　|z|2=12  より，zz=1　　z=

1
z

　zn+
1
zn =zn+

1

zn
=( z )n+

1

( z )n
=

1
zn +zn

　 =zn+
1
zn

　よって，zn+
1
zn   は実数である。

6　z=a+bi  とすると，z=a-bi

　z+z=2  より，2a=2　　a=1

　|z|2=(√ 5  )2　　a2+b2=5　　b2=4　　b=±2

　よって，z=1±2i

7　aa+1+1+
1

aa
=4　　|a|2-2+

1
|a|2 =0

　(|a|-
1

|a|)
2

=0　　|a|-
1

|a|
=0　　|a|2=1

　|a|≥0  より，|a|=1

8　a  は方程式の解だから，
　a0a

n+a1a
n-1+a2a

n-2+……+an=0

　a0a
n+a1a

n-1+a2a
n-2+……+an=0

　a0( a )n+a1( a )n-1+a2( a )n-2+……+an=0

　よって，共役複素数  a  も解である。
9　b=ka  より，6+3i=k(a+2i)

　6=ka，3=2k  を解いて，k=
3
2
，a=4

10　|a|2=|b|2=|a-b|2=12  より，aa=1，bb=1

　(a-b)( a-b  )=1  より，ab +ab=1

　z=
b

a
  とおくと，z+z=

b

a
+

b

a
=

ab+ab

aa
=1

　zz=
bb

aa
=1　　z  は  ≈2-≈+1=0  の解だから，

　z=
1±√ 3 i

2
　　つまり， b

a
=

1±√3i
2

【p. 6】　2　複素数の極形式
11　⑴　cos 

r

2
+i sin 

r

2

　⑵　√ 2 (cos 
r

4
+i sin 

r

4 )
　⑶　|-√ 3 +i|=√3+1 =√ 4 =2

　　図より，i=
5
6

 r

　　与式=2(cos 
5
6

 r+i sin 
5
6

 r)

3-

r
5
6

O

2
1

¥

≈

　⑷　|-√ 5 |=√ 5

　　与式=√5(cos r+i sin r)

12　⑴　z=2-2i  とおく。
　　絶対値　|z|=√22+(-2)2 =√ 8 =2√2

　　偏角　　arg z=-
r

4
+2nr　(nは整数)

　⑵　z=2i  とおく。
　　絶対値　|z|=√02+22 =√ 4 =2

　　偏角　　arg z=
r

2
+2nr　(nは整数)

13　a=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　b=√ 2 (cos 

r

4
+i sin 

r

4 )
　ab=2·√ 2 cos( r

3
+

r

4 )+i sin( r

3
+

r

4 )
　 =2√2(cos 

7
12

 r+i sin 
7
12

 r)
　絶対値　|ab|=|a||b|=2·√ 2 =2√2

　偏角　　arg ab=arg a+ arg b=
r

3
+

r

4
=

7
12

 r

14　a=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　b=√ 2 (cos 

r

4
+i sin 

r

4 )
　 a
b

=
2

√ 2
cos( r

3
-

r

4 )+i sin( r

3
-

r

4 )
　 =√2(cos 

r

12
+i sin 

r

12)
　絶対値　| a

b |= |a|
|b|

=
2

√ 2
=√2

　偏角　　arg 
a

b
=arg a-arg b=

r

3
-

r

4
=
r

12

【p. 7】　
15　類題　z=(1+i)(1+√ 3 i)

　 =(1-√ 3  )+(1+√ 3  )i ……①
　また，
　z={√ 2 (cos 45°+i sin 45°)}{2(cos 60°+i sin 60°)}

　 =2√ 2 (cos 105°+i sin 105°) ……②
　①，②の実部，虚部を比べて，
　2√ 2  cos 105°=1-√ 3，2√ 2  sin 105°=1+√ 3

　よって，

　cos 105°=
√2-√6

4
，sin 105°=

√2+√6
4

16　⑴　cos( r

2
-i)+i sin( r

2
-i)

　⑵　2{cos(-i)+i sin(-i)}

17　z=
(1-sin i+i cos i)2

(1-sin i)2+cos2i

─  3  ─

 =
-2 sin i(1-sin i)+2i(1-sin i)cos i

2-2 sin i

 =-sin i+i cos i

 =cos(i+
r

2 )+i sin(i+
r

2 )
　絶対値　|z|=1

　偏角　　arg z=i+
r

2
+2nr　(nは整数)

18　分子=cos(i+2i)+i sin(i+2i)

　 =cos 3i+i sin 3i

　i=
r

12
  のとき，与式=

cos 
r

4
+i sin 

r

4

cos 
r

4
-i sin 

r

4

　=

1

√ 2
+

1

√ 2
 i

1

√ 2
-

1

√ 2
 i
=

1+i
1-i

=
(1+i)2

(1-i)(1+i)

　
=

1+2i+i 2

1-i 2
=i

19　a+ib=(1+i)c  より，a-c=-i(b-c)

　よって， b-c

a-c
=i ……①

　ゆえに，| b-c

a-c |=1

　①より，arg 
b-c

a-c
=arg i=

r

2

　よって，点 cを中心として点 aを 
r

2
 回転すると，

点 bが得られるので，△abc は直角二等辺三角形
【p. 8】　3　ド・モアブルの定理
20　⑴　与式=cos(6· 

r

12)+i sin(6· 
r

12)
　　 =cos 

r

2
+i sin 

r

2
=i

　⑵　√ 3 +3i=2√ 3 (cos 
r

3
+i sin 

r

3 )
　　与式=(2√ 3  )5 cos(5· 

r

3 )+i sin(5· 
r

3 )
　　　　=288√ 3 cos(-

r

3 )+i sin(-
r

3 )
　　　　=288√ 3 ( 1

2
-
√ 3
2

 i)=144√3-432i

21　⑴　√ 3 -i=2(√ 3
2

-
1
2

 i)
　　 =2 cos(-

r

6 )+i sin(-
r

6 )
　　与式

　　=2-6 cos(-6)·(-
r

6 )+i sin(-6)(-
r

6 )
　　=

1
64

(cos r+i sin r)

　　=-
1
64

　⑵　1+i=√ 2 (cos 
r

4
+i sin 

r

4 )
　　√ 3 +i=2(cos 

r

6
+i sin 

r

6 )
　　 1+i

√ 3 +i
=
√ 2
2

cos( r

4
-

r

6 )+i sin( r

4
-

r

6 )

　　 =
1

√ 2 (cos 
r

12
+i sin 

r

12)
　　与式=( 1

√ 2 )
18

cos(18· 
r

12)+i sin(18· 
r

12)
　　　　=

1
29(cos 

3
2

 r+i sin 
3
2

 r)
　　　　=-

1
512

 i

22　 1+sin i+i cos i
1+sin i-i cos i

=
{(1+sin i)+i cos i}2

(1+sin i)2-(i cos i)2

　=
2 sin i(1+sin i)+2i cos i(1+sin i)

2(1+sin i)

　=sin i+i cos i

　=cos( r

2
-i)+i sin( r

2
-i)

　ド・モアブルの定理により，

　左辺= cos( r

2
-i)+i sin( r

2
-i)

n

　　　=cos n( r

2
-i)+i sin n( r

2
-i)

　　　=右辺
23　z3=1 ……①　　|z3|=1　　よって，|z|=1

　①の解は  z=cos i+i sin i ……②  とおける。
　②を①に代入して，
　(cos i+i sin i)3=cos 3i+i sin 3i=1

 　cos 3i=1， sin 3i=0

　よって，3i=0+2kr　(kは整数)

　　　　　 i=
2kr

3

　0≤i<2r  とすると，k=0，1，2  だから，

　　　　　 i=0， 2
3

 r， 4
3

 r

　これらを②に代入して，①の虚数解は，

　z=cos 
2
3

 r+i sin 
2
3

 r，cos 
4
3

 r+i sin 
4
3

 r

【p. 9】　
24　類題　zの極形式を  z=r(cos i+i sin i)  と
すると，z3=r 3(cos 3i+i sin 3i) ……①

　また，z3=-i=cos 
3
2

 r+i sin 
3
2

 r ……②

　①，②の絶対値，偏角を比べて，

　r 3=1，3i=
3
2

 r+2kr　(kは整数)

　よって，r=1，i=
r

2
+

2kr

3

　0≤i<2rとすると，k=0，1，2

　ゆえに，z=i，-
√3
2

-
1
2

 i，√3
2

-
1
2

 i

　別解　1の3乗根(虚数)を~とする。

　z3=i 3  より，( z
i )

3

=1　　よって， z
i

=1，~，~2

　つまり，z=i，i~，i~2

　~=
-1+√ 3 i

2
  とすると，

　z=i，-
√3
2

-
1
2

 i，√3
2

-
1
2

 i

25　⑴　1+√ 3 i=2(cos 
r

3
+i sin 

r

3 )

3 ド・モアブルの定理【p . 44】

【p . 45】
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　求める軌跡は，直線  ¥=-3≈+1  の  ≈>2  の部分
【p. 20】　8　放物線
8　⑴　¥2=≈  は≈軸に関して対称。
　　頂点(0，0)，軸  ¥=0

　⑵　¥2=6≈  は≈軸に関して対称。
　　頂点(0，0)，軸  ¥=0

　⑶　≈2=-16¥  は¥軸に関して対称。
　　頂点(0，0)，軸  ≈=0

9　⑴　¥2=4·2≈ 焦点(2，0)， 準線  ≈=-2

　⑵　¥2=4·(-3)≈　焦点(-3，0)，準線  ≈=3

　⑶　≈2=4· 
1
2
¥ 焦点(0， 1

2 )， 準線  ¥=-
1
2

10　⑴　¥2=4(-2)≈  より，¥2=-8≈

　⑵　≈2=4· 
1
4
¥  より，≈2=¥

　⑶　≈2=4(-
1
2 )¥  より，≈2=-2¥

　⑷　¥2=4·6≈  より，¥2=24≈

11　⑴　放物線  ¥2=≈  を¥軸方向に2だけ平行移動
　⑵　{≈-(-1)}2=-2¥

　　放物線  ≈2=-2¥  を≈軸方向に-1 だけ平行移動
　⑶　{¥-(-3)}2=5{≈-(-2)}　
　　放物線  ¥2=5≈  を≈軸方向に -2，¥軸方向に 

-3 だけ平行移動
12

　

¥(1)

（境界線を含まない）

O
-2

2

2 ≈　　　

¥(2)

（境界線を含まない）

O-1
4

1

≈

　　
3

¥

≈

(3)

（境界線を含む）

O

-3

-3

【p. 21】
13　類題　放物線上の点をP(≈，¥)とする。
　準線は軸  ≈=-1  に垂直だから，¥=k  とおける。
　(≈+1)2+(¥+2)2=(¥-k)2 ……①  に  ≈=1，
　¥=-2  を代入して，k=0，-4

　①に代入して整理すると，順に，
　(≈+1)2=-4(¥+1)，(≈+1)2=4(¥+3)

14　放物線上の点をP(≈，¥)とする。
　準線は≈軸  (¥=0)  に垂直だから，≈=k  とおける。
　(≈-1)2+¥2=(≈-k)2 ……①  に  ≈=4，¥=4  を代
入して，k=-1，9　　①に代入して整理すると，
順に，¥2=4≈ (準線  ≈=-1  の右側)

　¥2=-16(≈-5)　(準線  ≈=9  の左側)

15　放物線上の点をP(≈，¥)とする。
　(≈+3)2+(¥+3)2=(¥-1)2　　整理して，
　(≈+3)2=-8(¥+1)

16　求める方程式は，¥=a≈2+b≈+c  と表される。
　3点の座標の値を代入して，
　3=c，11=4a+2b+c，2=a-b+c

　これを解いて，a=1，b=2，c=3

　よって，¥=≈2+2≈+3

17　与式の  ≈，¥  をそれぞれ  ≈-3，¥+2  におき換
える。

　⑴　(¥+2)2=5(≈-3)

　⑵　2(¥+2)2=-3(≈-3)

　⑶　(≈-3)2=-2(¥+2)

18　⑴　式を整理して，(≈-1)2=¥-1

　　これは，放物線  ≈2=¥  を≈軸方向に1，¥軸方
向に1だけ平行移動した放物線である。

　　放物線  ≈2=¥  の焦点の座標は(0， 1
4 )，準線の

方程式は  ¥=-
1
4

  だから，求める焦点の座標は

(1， 5
4 )，準線の方程式は  ¥=

3
4

　⑵　式を整理して，(¥-1)2=-4(≈+1)

　　これは，放物線  ¥2=-4≈  を≈軸方向に-1，¥

軸方向に1だけ平行移動したものである。
　　放物線  ¥2=-4≈  の焦点の座標は(-1，0)，準

線の方程式は  ≈=1  だから，求める焦点の座標
は(-2，1)，準線の方程式は  ≈=0

19　放物線  ¥2=4≈  の焦点は(1，0)だから，求める
放物線の頂点の≈座標は1で，¥座標は  ¥2=4  よ
り，¥=±2

　よって，求める放物線の方程式は，
　(≈-1)2=4p(¥¢2)  と表される。
　この放物線の焦点は(1，0)だから，
　p±2=0　　p=¢2

　ゆえに，(≈-1)2=8(¥+2)，(≈-1)2=-8(¥-2)

20

　 -1

¥

≈

(1)

（境界線を含む）

O-1

-3

1

　

　　 ¥

≈

(2)

（境界線を含まない）

O

-5

3
2

　

　 ¥

≈

(3)

（境界線を含む）

O 44
32-4

3

21　放物線上の点をP(≈，¥)とすると，P，F 間
の距離と，Pから準線までの距離が等しいから，

　√(≈-4)2+(¥-2)2 =
|2≈+¥|

√22+12

　両辺を2乗して整理すると，
　≈2-4≈¥+4¥2-40≈-20¥+100=0

【p. 22】　9　楕円
22　⑴　 ≈2

52 +
¥2

42 =1

　　¥=0  のとき  ≈=±5，≈=0  のとき  ¥=±4

　　頂点　(±5，0)，(0，±4)

　　長軸　2*5=10　　短軸　2*4=8

　⑵　両辺を16で割って， ≈2

42 +
¥2

22 =1

　　¥=0  のとき  ≈=±4，≈=0  のとき  ¥=±2

─  10  ─

　　①，②より，4点 O，A，
B，P は1つの円周上
にある。

　　この円の中心をC(c)

　　とすると，

　　^ACB=
r

2

　　ゆえに， (7+7i)-c

6-c

　　=cos 
r

2
+i sin 

r

2

　　よって，c=
(7+7i)-6i

1-i
=3+4i

　　OP の長さが最大になるとき，
　　z=2c=6+8i

　　 14(t-3)
(1-i)t-7

=6+8i  より，

　　7(t-3)={(t-7)-ti}(3+4i)

　　(t-28)i=0

　　t=28
14　⑴　a3=1  より，
　　(a-1)(a2+a+1)=0

　　a—1  より，a2+a+1=0 ……①
　　△ABC の重心について，

　　a+b+a2

3
=
√ 3
3

 ……②

　　①，②より，b=1+√3
　⑵　a，a2 は共役複素数だから，線分 AC の垂直

二等分線は実軸である。
　　B(b)は実軸上の点であり，△ABC の外心も
実軸上にある。

　　外心をD(c)とすると，AD=BD

　　つまり，|a-c|=|b-c|

　　①より，a=
-1±√ 3 i

2

　　|a-c|=| -1±√ 3 i
2

-c|=|-( 1
2

+c)±
√ 3
2

 i|
　　 = ( 1

2
+c)

2

+
3
4

 =√c 2+c+1

　　c 2+c+1=(1+√ 3 -c)2  より，
　　c=1　　AD=|a-c|=√ 3

　　外接円は中心が点1，半径 √ 3  の円である。
　　よって，|z-1|=√3 ……③

　⑶　w=
1

z
  より，z=

1

w

　　③に代入して，| 1

w
-1|=√ 3

　　よって，|1-w|=√ 3 |w|

　　|1-w|2=3|w|2  より，
　　(1-w)(1-w )=3ww

　　整理して，(w+
1
2 )(w+

1
2 )=

3
4

　　ゆえに，|w+
1
2 |=√ 3

2

　　よって，中心が点-
1
2
，半径 

√3
2

 の円

B(7+7i)

A(6)

P(z)

O

¥

≈

C(c)

２章　いろいろな曲線
【p. 18】　7　方程式の表す曲線
1　⑴

　
≈ -4 -3 -2 -1 1 2 3 4

¥ -5 -
13
3

-4 -5 5 4
13
3

5

　⑵　 ≈ -4 -3 -2 -1 0 1 2

¥ 1 2 5 10 5 2 1

　　
O

-2

4

-4

2

(1) ¥

≈　

　

　

O-1

5

10
(2) ¥

≈

2　⑴　≈2+¥2-8≈-6¥=0

　　(≈-4)2+(¥-3)2=25

　　中心(4，3)，半径5の円
　⑵　3≈-12=0　　≈=4

　　

O 4

3

(1) ¥

≈

　

　

　

(2)

O 4

¥

≈

3　⑴　≈2+¥=0  の≈と¥を入れかえて，
　　¥2+≈=0　　≈+¥2=0

　⑵　≈2+¥2+4≈=5  の  ≈，¥  にそれぞれ  ≈-2，
　　¥+1を代入して，
　　(≈-2)2+(¥+1)2+4(≈-2)=5

　　≈2+¥2+2¥=8

【p. 19】
4　類題　⑴　①，②の辺々を加えて，
　　2¥=-2≈-2

　　よって，≈+¥+1=0

　⑵　≈2-2≈-3-¥+k(≈2-1+¥)=0 ……①
　　≈=¥=0  を代入して，k=-3

　　k=-3  を①に代入して整理すると，

　　¥=-
1
2

 ≈2-
1
2

 ≈

5　(k+3)≈-(2k-1)¥+3k-5=0

　kについて整理して，
　(≈-2¥+3)k+(3≈+¥-5)=0

　求める定点の座標は，

　 ≈-2¥+3=0

3≈+¥-5=0
  を解いて(1，2)

6　直線  ¥=≈  に関して対称移動して，
　¥2-4¥-≈=0

　平行移動して，
　(¥-1)2-4(¥-1)-(≈-2)=0

　よって，¥2-6¥-≈+7=0

7　(≈-t)2+(¥+3t-1)2=t-2

　中心の座標は(t，-3t+1)

　t-2>0  より，t>2

　X=t，Y=-3t+1　(t>2)  よりtを消去して，
　Y=-3 X+1　(X>2)

章第 4 平面上の曲線
1 方程式の表す曲線

2 放物線
【p . 54】

【p . 55】

【p . 56】

【p . 57】

― 25 ―

SAM
PLE



─  12  ─

　　頂点　(±4，0)，(0，±2)

　　長軸　2*4=8　　短軸　2*2=4

23　⑴　 ≈2

42 +
¥2

32 =1

　　4>3  より，焦点は≈軸上にある。
　　焦点　(±√42-32，0)=(±√7，0)

　　中心　(0，0)

　⑵　 ≈2

(√ 5  )2
+

¥2

32 =1

　　√ 5 <3  より，焦点は¥軸上にある。
　　焦点　(0，±√9-5 )=(0，±2)

　　中心　(0，0)

24　⑴　長軸の半分は3，短軸の半分は2である。
　　長軸が≈軸上にあるから，横長の楕円になる。

　　 ≈2

32 +
¥2

22 =1  より，≈2

9
+

¥2

4
=1

　⑵　長軸の半分は4，短軸の半分は2である。
　　長軸が≈軸上にあるから，横長の楕円になる。

　　 ≈2

42 +
¥2

22 =1  より， ≈2

16
+

¥2

4
=1

　⑶　焦点が¥軸上にあるから，縦長の楕円になる。

　　 ≈2

22 +
¥2

b2 =1  とおくと，焦点について，

　　√b2-4 =3　　b2=13

　　よって，≈2

4
+

¥2

13
=1

25　与式の  ≈，¥  をそれぞれ  ≈-2，¥+3  におき換
える。

　⑴　 (≈-2)2

32 +
(¥+3)2

22 =1

　⑵　 (≈-2)2

4
+

(¥+3)2

5
=1

26　⑴　 ≈2

4
+¥2>1  は楕円  

≈2

22 +
¥2

12 =1  の外部。

　⑵　9≈2+4¥2≤36  の両辺を36で割って，

　　 ≈2

22 +
¥2

32 ≤1

　　これは楕円  
≈2

22 +
¥2

32 =1  の周上および内部を表す。

　　(1)

O

¥

≈

-1

1

-2 2

（境界線を含まない）

　

　　(2)

O

-3

-2 2

3
¥

≈

（境界線を含む）
【p. 23】
27　類題　b2≈2+a2¥2=a2b2  の両辺を a2b2 で割って，

≈2

a2 +
¥2

b2 =1　　a>b  より，横長の楕円になるから，

焦点は  (±√a2-b2，0)

　求める楕円は横長で，短軸の半分はaだから，

　 ≈2

A2 +
¥2

a2 =1  とおく。焦点について，

　√A2-a2 =√a2-b2   より，A2=2a2-b2

　よって， ≈2

2a2-b2 +
¥2

a2 =1

28　⑴　求める方程式は  
≈2

42 +
¥2

b2 =1　(b>0)  とお

ける。
　　点(2，-√ 3  )を通るから，

　　 22

42 +
(-√ 3  )2

b2 =1　　b2=4

　　よって， ≈2

16
+

¥2

4
=1

　⑵　求める方程式は  
≈2

a2 +
¥2

b2 =1　(a>0，b>0)  

とおける。(√ 5，0)，(-√ 5，0)が焦点だから，
　　a2-b2=5 ……①

　　点(2， 2√ 5
3 )を通るから，

　　 22

a2 +
(2√ 5

3 )
2

b2 =1 ……②

　　①，②を連立方程式として解くと，
　　a2>0，b2>0  より，a2=9，b2=4

　　よって，≈2

9
+

¥2

4
=1

29　⑴　与式を変形して，

　　 (≈+2)2

9
+

(¥-1)2

4
=1

　　よって，楕円  
≈2

9
+

¥2

4
=1  を≈軸方向に -2，

　　¥軸方向に1だけ平行移動して得られる。

　⑵　与式を変形して， (≈-1)2

16
+

(¥+2)2

25
=1

　　よって，楕円  
≈2

16
+

¥2

25
=1  を≈軸方向に1，

　　¥軸方向に -2 だけ平行移動して得られる。

30　( ≈
2 )

2

+¥2=4  より， ≈2

16
+

¥2

4
=1

31　⑴　楕円  
(≈-4)2

42 +
(¥-3)2

32 =1 ……①  は，

楕円  
≈2

42 +
¥2

32 =1  を≈軸方向に4，¥軸方向に

3だけ平行移動したものである。
　　求める領域は，楕円①の周上および内部。
　⑵　≈2+2¥2-2≈+12¥-17>0

　　(≈-1)2+2(¥+3)2>36　　両辺を36で割って，

　　 (≈-1)2

36
+

(¥+3)2

18
>1

　　これは楕円  
(≈-1)2

36
+

(¥+3)2

18
=1  の外部を表

す。
　　(1)

O 84

3

6

¥

≈

（境界線を含む）

　

　　 2-33

2-3-3

(2)

O
-5 7

1

-3

¥

≈

（境界線を含まない）
32　P(u，0)，Q(0，v)，R(≈，¥)とする。
　PQ=6  より，u2+v2=62 ……①
　Rは線分 PQ を  1：2  に内分するから，

　≈=
2
3

 u，¥=
1
3

 v

　よって，u=
3
2

 ≈，v=3¥ ……②

─  11  ─

　求める軌跡は，直線  ¥=-3≈+1  の  ≈>2  の部分
【p. 20】　8　放物線
8　⑴　¥2=≈  は≈軸に関して対称。
　　頂点(0，0)，軸  ¥=0

　⑵　¥2=6≈  は≈軸に関して対称。
　　頂点(0，0)，軸  ¥=0

　⑶　≈2=-16¥  は¥軸に関して対称。
　　頂点(0，0)，軸  ≈=0

9　⑴　¥2=4·2≈ 焦点(2，0)， 準線  ≈=-2

　⑵　¥2=4·(-3)≈　焦点(-3，0)，準線  ≈=3

　⑶　≈2=4· 
1
2
¥ 焦点(0， 1

2 )， 準線  ¥=-
1
2

10　⑴　¥2=4(-2)≈  より，¥2=-8≈

　⑵　≈2=4· 
1
4
¥  より，≈2=¥

　⑶　≈2=4(-
1
2 )¥  より，≈2=-2¥

　⑷　¥2=4·6≈  より，¥2=24≈

11　⑴　放物線  ¥2=≈  を¥軸方向に2だけ平行移動
　⑵　{≈-(-1)}2=-2¥

　　放物線  ≈2=-2¥  を≈軸方向に-1 だけ平行移動
　⑶　{¥-(-3)}2=5{≈-(-2)}　
　　放物線  ¥2=5≈  を≈軸方向に -2，¥軸方向に 

-3 だけ平行移動
12

　

¥(1)

（境界線を含まない）

O
-2

2

2 ≈　　　

¥(2)

（境界線を含まない）

O-1
4

1

≈

　　
3

¥

≈

(3)

（境界線を含む）

O

-3

-3

【p. 21】
13　類題　放物線上の点をP(≈，¥)とする。
　準線は軸  ≈=-1  に垂直だから，¥=k  とおける。
　(≈+1)2+(¥+2)2=(¥-k)2 ……①  に  ≈=1，
　¥=-2  を代入して，k=0，-4

　①に代入して整理すると，順に，
　(≈+1)2=-4(¥+1)，(≈+1)2=4(¥+3)

14　放物線上の点をP(≈，¥)とする。
　準線は≈軸  (¥=0)  に垂直だから，≈=k  とおける。
　(≈-1)2+¥2=(≈-k)2 ……①  に  ≈=4，¥=4  を代
入して，k=-1，9　　①に代入して整理すると，
順に，¥2=4≈ (準線  ≈=-1  の右側)

　¥2=-16(≈-5)　(準線  ≈=9  の左側)

15　放物線上の点をP(≈，¥)とする。
　(≈+3)2+(¥+3)2=(¥-1)2　　整理して，
　(≈+3)2=-8(¥+1)

16　求める方程式は，¥=a≈2+b≈+c  と表される。
　3点の座標の値を代入して，
　3=c，11=4a+2b+c，2=a-b+c

　これを解いて，a=1，b=2，c=3

　よって，¥=≈2+2≈+3

17　与式の  ≈，¥  をそれぞれ  ≈-3，¥+2  におき換
える。
　⑴　(¥+2)2=5(≈-3)

　⑵　2(¥+2)2=-3(≈-3)

　⑶　(≈-3)2=-2(¥+2)

18　⑴　式を整理して，(≈-1)2=¥-1

　　これは，放物線  ≈2=¥  を≈軸方向に1，¥軸方
向に1だけ平行移動した放物線である。

　　放物線  ≈2=¥  の焦点の座標は(0， 1
4 )，準線の

方程式は  ¥=-
1
4

  だから，求める焦点の座標は

(1， 5
4 )，準線の方程式は  ¥=

3
4

　⑵　式を整理して，(¥-1)2=-4(≈+1)

　　これは，放物線  ¥2=-4≈  を≈軸方向に-1，¥

軸方向に1だけ平行移動したものである。
　　放物線  ¥2=-4≈  の焦点の座標は(-1，0)，準

線の方程式は  ≈=1  だから，求める焦点の座標
は(-2，1)，準線の方程式は  ≈=0

19　放物線  ¥2=4≈  の焦点は(1，0)だから，求める
放物線の頂点の≈座標は1で，¥座標は  ¥2=4  よ
り，¥=±2

　よって，求める放物線の方程式は，
　(≈-1)2=4p(¥¢2)  と表される。
　この放物線の焦点は(1，0)だから，
　p±2=0　　p=¢2

　ゆえに，(≈-1)2=8(¥+2)，(≈-1)2=-8(¥-2)

20

　 -1

¥

≈

(1)

（境界線を含む）

O-1

-3

1

　

　　 ¥

≈

(2)

（境界線を含まない）

O

-5

3
2

　

　 ¥

≈

(3)

（境界線を含む）

O 44
32-4

3

21　放物線上の点をP(≈，¥)とすると，P，F 間
の距離と，Pから準線までの距離が等しいから，

　√(≈-4)2+(¥-2)2 =
|2≈+¥|

√22+12

　両辺を2乗して整理すると，
　≈2-4≈¥+4¥2-40≈-20¥+100=0

【p. 22】　9　楕円
22　⑴　 ≈2

52 +
¥2

42 =1

　　¥=0  のとき  ≈=±5，≈=0  のとき  ¥=±4

　　頂点　(±5，0)，(0，±4)

　　長軸　2*5=10　　短軸　2*4=8

　⑵　両辺を16で割って， ≈2

42 +
¥2

22 =1

　　¥=0  のとき  ≈=±4，≈=0  のとき  ¥=±2

3 楕円【p . 58】

【p . 59】
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章第 5 数学的な表現の工夫―行列
1 行列の加法・減法と実数倍

2 行列の積

【p . 76】

【p . 78】

【p . 77】
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3 行列の乗法の性質

【p . 79】

【p . 80】
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章末問題

【p . 93】

【p . 94】
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【p . 95】
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